
解 答
宗 問１ イ 問２ ウ 問３ イ 問４ ア 問５ ウ 問６ エ 問７ ウ 問８ エ

問９ 種子植物 問10 オ 問11 アユ ア イワナ オ 問12 イ，カ 問13 ア

就 問１ エ 問２ 霧 問３ ウ 問４ 14

問５ 唄 ９ 欝 エ 蔚 ウ 鰻 イ 姥 高潮 厩 ア，エ

州 問１ エ 問２ ア 問３ ア，イ 問４ ウ

問５ 唄 2.6 欝 ウ

問６ 唄 イ 欝 オ 蔚 1.5 鰻 1.4

修 問１ ９ 問２ 20 問３ 25 問４ ５ 問５ ８ 問６ ２ 問７ ４ 問８ 1.5

問９ 4.5 問10 1.2

解 説
宗 問５ 魚の種類によって，（水温）×（ふ化日数）が一定になる性質があり，この 値 を積算温度といいます。水温

あたい

が25℃のとき９～10日ほどでふ化したことから，積算温度はおよそ250となるので，水温20℃のときは，およそ

13日（250÷20＝12.5）でふ化すると考えられます。

就 問５ 蔚 １日の降水量は，各時刻の降水量の和を求めます。

州 問４ 二酸化マンガンの重さと，反応が終わるまでの時間は反比例しています。「二酸化マンガンの重さ（ｇ）×反

応が終わるまでの時間（秒）」を計算すると，操作１ではおよそ90（0.2×(60×７＋29)＝89.8），操作３では
そう さ

92（1.0×(60＋32)）より，およそ180秒（90÷0.5）にあてはまる時間を選びます。

問５ 唄 実験終了直前の30秒間に発生した酸素の体積は19安（100－81）より，およそ2.6倍（50÷19＝2.63…）

となります。

問６ 唄 気体Ｘは二酸化炭素です。

蔚 ビンの重さは109.7ｇ（609.7－１×500）なので，気体Ｘ500安の重さは1.1ｇ（110.8－109.7），空気は

0.72ｇ（110.42－109.7）とわかります。したがって，1.5倍（1.1÷0.72＝1.52…）となります。

鰻 酸素１安の重さを１とすると，空気１安の重さは，0.9（ × ＋１× ），二酸化炭素１安の重さは，
７
８

４
５

１
４

1.35（0.9×1.5）となります。したがって，およそ1.4倍（1.35÷１＝1.35）です。

修 問１ ばねＥは２ｇのおもりで１㎝のびるので，4.5㎝のばすには，９ｇ（２×4.5）の力が必要です。

問２～４ うきＡの重さは20ｇ（0.8×25）です。うきＡが受ける浮 力 の大きさは25ｇ（１×25）なので，点Ｐでひ
ふ りょく

もが引く力の大きさは５ｇ（25－20）です。

問５・６ 点Ｑでひもが引く力は，上下のつり合いから，８ｇ（４＋９－５）と求めることができます。これより，

点Ｑを支点としててこのつり合いを考えると，「９×ｘ＋４×(６÷２)＝５×６」が成り立つので，ｘは２㎝と

なります。

問７・８ うきＢについたひもにかかる力の大きさは16ｇ（１×80－0.8×80）なので，上下のつり合いから，ばね

Ｆにかかる力の大きさは４ｇ（16－(８＋４)）となります。棒Ｄの 左 端を支点としててこのつり合いを考える
ぼう ひだりはし

と，「ｙ×16＝４×(４÷２)＋４×４」が成り立つので，ｙは1.5㎝となります。

問９ うきＢに付いたひもにかかる力は，８ｇ（80×(１－ )－0.8×80）となり，点Ｑでひもが引く力は，３ｇ１
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（(８×(４－1.5)－４×２)÷４），ばねＥにかかる力は４ｇ（(５＋３)－４）です。したがって，点Ｑを支点

としててこのつり合いを考えると，「５×６＝４×ｚ＋４×３」が成り立つので，ｚは4.5㎝となります。

問10 図２で，ばねＥののびは２㎝（４÷２）ですから，図１のときよりも2.5㎝（4.5－２）縮んでいます。ばね
ちぢ

Ｆにかかる力は，図２では１ｇ（８－(４＋３)）になっていて，図１のときよりも３ｇ（４－１）減っていま
へ

すから，ばねＦを１㎝のばすのに必要なおもりの重さは，1.2ｇ（３÷2.5）となります。
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